
防衛大臣 岩屋 毅 様 

2018 年 12 月 18 日 

 

フォーラム平和・人権・環境（平和フォーラム） 

平和運動センター関東ブロック連絡会 

全国基地問題ネットワーク 

 

海上自衛隊の護衛艦「いずも」の空母化方針を防衛計画の大綱に明記し

ないことを求める要請書 

 

 政府が年末に閣議決定するとしている「防衛計画の大綱」に、空母の導入を盛り込

む方針との報道があります。 

 日本の防衛について日本政府は、これまで「専守防衛を本旨とする」として、憲法の

枠内で国土防衛に徹する考え方を示していました。そして、保持する防衛力について、

「他国に侵略的な脅威を与えるようなもの、たとえば、Ｂ52 のような長距離爆撃機、攻

撃型航空母艦、ＩＣＢＭ等は保持することはできない」としてきたはずです。 

 今回の報道が事実であるとすれば、これまでの「日本防衛のあり方」を 180 度転換さ

せ、専守防衛から大きく逸脱するものです。航空母艦の導入は断じて容認できませ

ん。 

 政府は、固定翼機が離発着できるようにするとして、海上自衛隊の護衛艦「いずも」

の甲板を改修して空母化にすることを検討しているようです。具体的には垂直離発着

ができるF35Bステルス戦闘機を搭載することが想定されます。F35Bについても、兵装

は対空中距離ミサイルの他、対地誘導爆弾も搭載することが可能で、攻撃型兵器と言

えるものです。 

 すでに米海軍佐世保基地を母港とする強襲揚陸艦「ワスプ」は、F35B を搭載して運

用しており、今日のように自衛隊と米軍との共同訓練が進展している中で、今後空母

化した「いずも」とワスプの艦載機が相互に着陸訓練などの行われる可能性も十分あり

えます。強襲揚陸艦の任務を考えれば、こうした艦載機の相互運用は専守防衛とはい

えず、攻撃的な兵器に自衛隊が組み込まれていくこととなります。たとえ日米の緊密な

連携が必要といえども専守防衛の枠を超えた日米連携のあり方には問題があります。 

 中国の軍事拡大の動きがある一方で、朝鮮半島での非核化、終戦の努力も続けら

れており、東アジアの安全保障環境は複雑化しています。こうしたなか、日本政府があ

えて従来の防衛政策ののりを超え、事実上の空母を保持することは、東アジアの安全

保障環境をより複雑化させ、かえって軍拡競争に地域を巻き込む恐れすらあります。 

 日本政府・防衛省にあっては、以上の点を考慮され、海上自衛隊の護衛艦「いずも」

の空母化方針を防衛計画の大綱に明記しないことを求めます。 

以上 
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